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の 違い は 関与 する アリ の 幼生 の 成長 差 に よる も の と 考え られ る . 


15. ゴイ シシ ジミ の 幼虫 の 生存 に お よ ぼ す 食 物量 の 影響 伴野 英男 
茨城 県 つく ば 市 付近 で は ゴイ シシ ジミ の 幼虫 は 主 に ササ コナ フキ アブ ラム シ を 食物 と し て いる . アブ プラ 
ムン は 春 か ら 初 夏 に か け て 増加 し , ゴイ シシ ジミ 幼虫 の 食物 量 は 十分 で ある . し か し ゴイ シシ ジミ 幼虫 に よ 
る 捕食 の た め 急 激 に 減少 し , 真夏 か ら 初 秋 に か け て アブ ラム シ の 量 は 極端 に 少な く な る . ゴイ シン シジミ 幼虫 
の 生存 に 与え る 食物 量 の 影響 に つい て 野外 で の 観察 , 実験 と 飼育 実験 に より 調べ た . また 共食い に つい て も 
飼育 下 で 観察 を 行っ た . 

自然 個体 群 の 観 守 に より , アブ ラム シ の 多い 7 月 中 は , 幼虫 の 多く が 生育 し 遇 化 で きる が , アプ ラム シン が 
少な く な る 8 月 に は , 残り 少な い ア プラ ムシ の コロ ニー に 産卵 が 集中 し , を 化し た 幼虫 の 多く は 育ち きれ な 
いこ と が 分 か っ た . 

野外 に お いて ナイ ロン ネッ ト で 囲ん だ アズ マネ ザ サ に アブ ラム ン を 移植 し , 定着 し た 後 ア プラ ムシ の 量 
を , ゴイ シン ジミ の 幼虫 が 1 頭 , 2 - 3 頭 生 育 で きる 量 に 調節 し , そこ に 5 個 の ゴイ シシ ジミ の 卵 を 付け , 
幼虫 の 生存 を 観察 し た . を 化し た 幼虫 は 分 散 す る 傾向 が み ら れ た , 1 頭 生 育 可能 区 で は 若 齢 で 死亡 する 個体 
が 多く , 2 - 3 頭 可能 区 で は 3 齢 以後 に 死亡 が 多く 共倒れ に より , 生育 の 早い 1 個体 の み が 疫 化す る 場合 が 
多かっ た . 

ゴイ シシ ジミ の 4 齢 幼虫 に 種々 の イン ター ベル で , 一 定量 の 食物 を 与え て 飼育 し た . 絶食 期間 に は 1 日 当 
り 10-20% 体 重 の 減少 が み ら れ た が , 幼虫 の 生育 期間 は それ ほど 延び ず に , 化 し よう と する 傾向 が かみ られ 
だ 。 

飼育 ビン 及び 野外 で ネッ ト で 囲ん だ アズ マネ ザ サ に , アブ ラム シ と 齢 の 異な る 2 頭 の ゴイ シン ジミ の 幼 
虫 を 入れ , 幼虫 間 に 共 食い が 起こ る か どう か 調べ た . 4 齢 と 1, 2 齢 の 組合 せ た に お いて 共食い が 起こ る 場合 
が 見 られ た , また 1, 2 齢 幼虫 の 巣 は 4 齢 の 捕食 か ら 逃 れる 一 手段 で ある 可能 性 が ある と 思わ れ た . 


16. ハゴロモ ヤ ド リ ガ の 生活 史 に 関す る 若干 の 知見 松井 安 俊 ・ 松 井 英子 
ハゴロモ ヤ ド リ ガ の 7cg272 hagoromo KATO は 半期 目 同期 亜 有 目 の や や 大 型 の ハゴロモ ェ 類 に 寄生 する 小形 
の 疾 で , 関東 南部 か ら 新潟 県 を 結ぶ 線 以 南 の 本 州 , 四国 , 九州 に 分 布 する . 本 種 の 生活 史 に つい て は , 最近 
日 本 の セミ ヤ ド リ が ガ ( 科 ) の レヴ ュー お よび 文献 目録 作成 が か それぞれ 大 由 龍 一 氏 お よび 大 野 正男 氏 に よっ て 
な され た こと と の 関連 で , これ まで の 知見 が 整理 され て いる . それ ら に よる と , 本 種 の 発生 回 数 と 発生 期 , 
越冬 態 お よび 宿主 選択 機構 な ど 生活 史 戦 略 の 主要 な 部 分 が ほとん ど 明 ら か に され て いな いよ う で ある . 
演者 ら は , 既知 の 分 布 東北 限 の 千葉 県 析 市 で フジ , フ ョ ウ な ど に つく ベッ コウ ハゴロモ ZZg722 japonica 
MELicHAR に 寄生 する 本 種 の 越冬 を 含む 周年 経過 , 交尾 ・ 産 卵 行動 , 敵 化 , 踊 化 な ど を 観察 し , 以下 の よう 
な 結果 を 得 た . 

1 . 成虫 の 発生 期 と 発生 回 数 

発生 は 年 2 回 で , 第 1 化 が 7 月 下旬 ~ 8 月 上 旬 , 第 2 化 が 8 月末 ~ 9 月 上 旬 に 羽化 し , 第 2 化 の 卵 が 越冬 
する . 6 月 中 旬 ょ り 成 長 し た 寄生 幼虫 が フジ の 徒長 枝 に み ら れ る が 越冬 卵 は 6 月 中 ・ 下 旬 ま で 剛 化 し な い . 
寄生 の ステ ー ジ と の 関係 で は , 1 化 は 主として 幼虫 に , 2 化 は すべ て 成虫 に 寄生 し , 1 世代 期間 は 約 1 カ ヵ月 
(幼虫 期 15~20 日 , 幅 期 7 ~11 日 ) と 推定 され た . 以上 か ら , 第 1 化 の 発生 期 を 年 1 化 な が ら 発 生 期 の 長 
い (6 -10 月 ) の 寄主 個体 群 の 一 定 の 成長 後に 合わ せ , 短期 間 に 2 化 を 生ずる 生活 史 戦 略 が 想定 され よ ょ 2. 
2 . 寄生 選択 を めぐ っ て 

老 熟 し た 幼虫 は 寄主 を は な れ て 近く の 葉 裏 (1 化 ) や 物陰 (2 化 ) で 次 化 , 7 ~11 日 の 幅 期 を 経て 羽化 す 
る . ゃ の 羽化 直後 に 交尾 し , 産卵 は その 後 1 日 以内 に 行わ れ , 越冬 卵 で は 1 千 当 り 435 卵 , 第 1 化 で は 1 ゃ 
(複数 回 交尾 ) 3 卵 塊 合 計 910 卵 の 2 例 を 得 た . 1 齢 幼虫 は 身 化 直後 か ら 発達 し た 胸 脚 を 活発 に 動か し て , 
素早 く 走 り 廻 る . 
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以上 の 事実 か ら , 多 産 , 素早 い 分 散 と いう 性 質 が , 本 種 の 寄生 戦略 の 初期 段階 を 規定 し て いる こと が うか 
が える が , 寄主 に と りつ く 直 接 過程 は 未確認 で ある . 


17. 富士 山北 部 に お ける 大 型 ヒ ョ ウ モ ンチ ョ ウ 類 の 生態 に つい て 渡辺 通 人 

国内 に 9 種 分 布 する 大 型 ヒ と ョ ウ モ ンチ ョ ッ 類 (以下 種 名 の ヒュ ョ ウゥ モン を 略す ) の 内 7 種 が 分 布 する 富士 山 
北部 で , 1985 年 か ら 4 年 間 行っ た 調査 の 概要 を 報告 する . 

調査 は 標高 1100 m~1500 m の 範囲 の 16.5 km の 調査 ルート と 草原 的 環境 を 含む I・II * 由 地区 で 行っ た . 
1985 年 は 全域 II 地区 の みろ 1/3 で 12 日 間 調査 し , 7 種 400 頭 が マー ク さ れ た . 個体 数 は ギン ボン シン ・ ミ ドリ ・ 
ウラ ギン ・ オ オウ ラ ギ ンス ジ ・ ウ ラ ギ ンス ジ ・ ク モ ガ タ ・ メ スグ ロ の 順に 多かっ た . ミド リ は 広い 範囲 に 分 
布 し て いた が , メス グロ を 除く 他 の 5 種 は 1 地区 ある い は II 地区 周辺 に 集中 し て み ら れ , 特に ギン ボ シ の II 
地区 へ の 集中 が 顕著 で あっ た . ギン ボ シ ・ ウ ラ ギ ン ・ ミ ドリ の 再 捕 例 は ,。 いずれ も 1 ・II・ 皿 地区 周辺 で の 
短 距 離間 の も る の が ほとん ど で あ っ た が , ギン ボン の ず に 2.8 km の , ミド リ の ず に 2.2 km の 移動 が 確認 され 
た . また だ た, ギン ボン に は 周辺 か ら I ル 地区 の 伐採 跡地 に 集まる 傾向 が み ら れ た . 

1986 年 以降 は , II 地区 全域 1ha の 範囲 で 計 22 日 間 調査 を 行っ た , 個体 数 密度 を 種別 で 比較 する と , 
1985 一 87 年 まで は ギン ボ シ ・ ウ ゥ ウラ ギン ・ ミ ドリ の 順に 多かっ た が , 1988 年 は ウラ ギン ・ ミ ドリ ・ ギ ン ボ ン シ 
の 順 と な っ た . また , 1987 年 を 除い て オオ ウラ ギン スジ の 方 が ウラ ギン スジ より 多かっ た . クモ ガタ は 
1985・86 に 各 1 頭 確認 され た の み で あっ た . 時 期 的 に は , 7 月 上 旬 に ギン ボン の 雄 が 現れ , 下旬 に な る と 他 
の 種 も 現れ る . ギン ボン ・ ウ ラ ギ ン と も ざ の 方 が \ よ り 2 ~ 3 週間 早く ピー ク を 迎え を , 全体 と し て ギン ボ シ 
の 方 が 早かっ た の で , ギン ボ シ の 千 の 多い 時 期 に は ウラ ギン の ざ の 方 が 多い と いう 現象 が み ら れ た . ギン ボ 
シン に は 3 例 の 産卵 行動 が , ウラ ギン に 3 例 ・ ミ ドリ に 8 例 の 求愛 ある い は 交尾 行動 が 観察 きれ た . 

1987 年 に は 食 草 と 幼虫 の 調査 も 行っ た が , 5 月 4 日 一 6 月 28 日 の 7.5a の 範囲 で の ス ミレ 類 の 調査 で は 
112 株 か ら 5 株 へ と 減少 し て いた . 5 月 24・31 日 に は ギン ボン の 3 幼虫 , オ オウ ラ ギ ンス ジ の 1 幼虫 が 確認 
され た . 8 月 20 日 ・30 日 ・9 月 15 日 の 食 草 調査 で は , 周辺 の 48 株 を 加え , II 地区 全域 で 66 株 が 確認 され 
だ 

以上 の よう に 富士 山北 部 に お いて は , 伐採 跡地 が 大 型 ヒ と = ョ ウッ モン チョ ッ 類 の 重要 な 生息 環境 で ある と 考 
えら れ た . 種 に よる 環境 選択 ・ 求 愛 行動 待 の 違い に つい て は 次 の 機会 に まとめ て みた い 、. 


18. 関東 南岸 に お ける アカ タテ ハ の 非 休眠 越冬 松井 英子 ・ 松 井 安 俊 
アカ タテ Vanessa indica HERBST は 「 基 本 的 に は 成虫 で 越冬 し , 南 九 州 や 南西 諸島 な どの 暖地 で は , 
成虫 の ほか 非 休 眠 の 幼虫 や 遇 で 越冬 する こと が 可能 で ある 」 と 日 本 蝶 類 生態 図鑑 (保育 社 ) に は 記載 され 
一 般 に は 「 越 冬 態 は 成虫 」 と の 解説 が ほとん ど で あ る が , 演者 ら は , 1988 年 1 月 か ら 4 月 に か け て , 関東 南 
岸 の 各地 で 幼生 期 に よる 非 休眠 越冬 個体 群 を 観察 調査 し た の で 報告 する . 

房総 半島 の 犬 咲 埼 , 外川 港 , 太 東 崎 , 大 原町 , 天津 小湊 , 小 保田 , 金谷 , 三浦 半島 南端 の 昆 沙門 湾 奥 , そ 
し て 伊豆 半島 の 熱 川 で それ ぞ れ 海岸 で は ラ セ イ タン ソン ウ も し く は オニ ヤブ マオ (推定 ) 一 熱 川 の み 一 や や 内 
陸 で は イラ クサ に 人 造 巣 し て いた 幼虫 群 を 確認 し た ( 表 1). 

既報 の 記録 と 演者 ら の 観察 記録 と を 総合 する と 本 種 は 関東 か ら 九 州 に か け て の 南岸 域 で 非 休眠 越冬 を 
行っ て いる と いえ る . これら 南 岸 域 は 無 ( 寒 ) 各 地帯 で あり , 冬季 で も 食 草 が 利用 可能 で ある . 

一 方, 内 陸 及 び 寒 冷 地 で は 成虫 休眠 する こと も る 確認 され て いる . 

本 種 は , 南西 諸島 で は 周年 発生 で ある こと か ら , 本 来 は 非 休眠 で あり , 分 布 拡大 に 伴い 成虫 休眠 を 獲得 し 
て きた と 考え られ る 。, 

今後 , 本 種 の 休眠 と か か わる 光 周 性 と それ へ の 温度 の 影響 を 検討 する 必要 が ある . 
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